
黒い目のきれいな女の子
・ひとつの文でもいろんな解釈が成り立つ場合があることを知っておこう。
・文を書くときには、なるべく解釈がまぎれる余地が少ない表現を心掛けよう。
・議論するときには、お互いに文の解釈がすれ違っていないか確認しよう。

【解釈１】　「黒い目のきれいな」「女の子」……これは、女の子が、黒くてキレイな目をしているということ。
【解釈２】　「黒い目の」「きれいな」「女の子」……これは、女の子が黒い目をしていて、しかもキレイだということ。
【解釈３】　「黒い」「目のきれいな」「女の子」……これは、女の子の肌の色が黒く、またきれいな目をしているということ。

【解釈４】　「黒い目のきれいな」「女の」「子」……女は黒くてキレイな目をしている。その女の子供。
【解釈５】　「黒い目の」「きれいな」「女」の「子」……女は黒い目をしている。しかもキレイだ。その女の子供。
【解釈６】　「黒い」「目のきれいな」「女の」「子」……女は肌の色が黒い。またキレイな目をしている。その女の子供。

【解釈７】　「黒い目のきれいな」「＜女の＞子」……ある女には子供がいる。その子は黒くてキレイな目をしている。
【解釈８】　「黒い目の」「きれいな」「＜女の＞子」……ある女には子供がいる。その子は黒い目をしてる。またキレイな子でもある。
【解釈９】　「黒い」「目のきれいな」「＜女の＞子」……ある女には子供がいる。その子は肌が黒い。またキレイな目をしている。

【解釈１０】　「黒い目の」「＜きれいな女の＞子」……その子供は黒い目をしている。また、キレイな女がその子の母親である。
【解釈１１】　「黒い」「＜目のきれいな女の＞子」……その子供は肌が黒い。また、目のキレイな女がその子の母親である。

【解釈１２】　「黒い目のきれいな」＜「女の」「子」＞……ある女と、その女の子供がいる。２人とも、黒くてキレイな目をしている。
【解釈１３】　「黒い目の」「きれいな」＜「女の」「子」＞……ある女と、その女の子供がいる。２人とも、黒い目をしていて、またキレイである。
【解釈１４】　「黒い」「目のきれいな」＜「女の」「子」＞……ある女と、その女の子供がいる。２人とも肌が黒く、目がキレイである。

【解釈１５】　ある女と、その女の子供がいる。２人とも黒い目をしている。女はキレイだ。
【解釈１６】　ある女と、その女の子供がいる。２人とも黒い肌をしている。女は目がキレイだ。

【解釈１７】　ある女と、その女の子供がいる。２人とも黒い目をしている。子供はキレイだ。
【解釈１８】　ある女と：その女の子供がいる。２人とも黒い肌をしている。子供は目がキレイだ。
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